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自然史博物館に収蔵される標本

＝自然史標本

自然史標本は、

研究成果の証拠標本として引用されること

で、自然科学研究の反証可能性を担保する。
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生物の名は，既知のいずれの生物とも異なることを

示す証拠標本＝タイプに基づき，発表（記載）さ

れ，命名される．

「生物の名」（＝”種名”などの分類群名）

「タイプ」（＝証拠標本）

「発表（記載）」（＝原記載文献）
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「生物の名」
（＝”種名”などの分類群名）

「タイプ」
（＝証拠標本）

「発表（記載）」
（＝原記載文献）

MNHN‐P‐P00065904
https://science.mnhn.fr/institution/mnhn/collection/p/item/p00065904

Enumeratio plantarum : in Japonia …
https://www.biodiversitylibrary.org/bibliography/75#/

Scirpus attenuatus Franch. & Sav.
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維管束植物
（シダ類と種子植物）
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International Plant Names Index
http://www.ipni.org/

植物の種名（Taxon Names）データベース
種名（Taxon Names） x 原記載文献書誌
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Ylist
http://ylist.info/

植物の種名（Taxon Names）データベース
種名（Taxon Names） x 原記載文献書誌
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JSTOR Global Plants
https://plants.jstor.org/

200万点以上の植物標本＆資料画像データベース

維管束植物タイプ標本の画像データベースとして
最大規模．（ただし、高精細画像の閲覧は有料）．
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JSTOR Global Plants
https://plants.jstor.org/

200万点以上の植物標本＆資料画像データベース
Curtis‘s Botanical Magazineの植物画，歴史的書

簡，植民地時代の熱帯アフリカ有用植物資料等を
含む．
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JSTOR Global Plants
https://plants.jstor.org/
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魚類
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Catalog of Fishes Online Database
https://www.calacademy.org/scient
ists/projects/catalog‐of‐fishes

魚類の種名（Taxon Names）データベース
種名（Taxon Names） x 原記載文献書誌
x タイプ標本の収蔵機関+標本番号
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菌類
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Index Fungorum
http://www.indexfungorum.org/

菌類の種名（Taxon Names）データベース
種名（Taxon Names） x 原記載文献書誌
x タイプ標本の収蔵機関+標本番号
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Mycobank Database
http://www.mycobank.org/

菌類の種名（Taxon Names）データベース
種名（Taxon Names） x 原記載文献書誌
Wikipedia, GBIF, NCBI/EMBL（DNA DB）… 
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生物学文献
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BHL Biodiversity Heritage Library
https://www.biodiversitylibrary.org/

研究機関の所有する生物分類学の古典科学文献
を中心としたデジタルアーカイブ．
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「生物の名」
（＝”種名”などの分類群名）

「タイプ」
（＝証拠標本）

「発表（記載）」
（＝原記載文献）

MNHN‐P‐P00065904
https://science.mnhn.fr/institution/mnhn/collection/p/item/p00065904

Enumeratio plantarum : in Japonia …
https://www.biodiversitylibrary.org/bibliography/75#/

Scirpus attenuatus Franch. & Sav.
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「生物の名」
（＝”種名”などの分類群名）

「タイプ」
（＝証拠標本）

「発表（記載）」
（＝原記載文献）

MNHN‐P‐P00065904
https://science.mnhn.fr/institution/mnhn/collection/p/item/p00065904

Enumeratio plantarum : in Japonia …
https://www.biodiversitylibrary.org/bibliography/75#/

Scirpus attenuatus Franch. & Sav.

これらを網羅する単一のデジタル
アーカイブは，現状ほぼない．
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⇒ 「生物の名」 「タイプ」 「発表（記載）」を網羅したデジタルアーカイブがない理由

・魚類，菌類では，
学術的意義のある「タイプ」画像の標準化が難しい

・ 「タイプ」にあたる標本の特定が行われていない
（分類学上の選定手続きを要する）

・原記載文献のデジタルアーカイブ化が途上である

・ 「タイプ」収蔵機関において，
標本の整理や目録化が途上である
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⇒ 「生物の名」 「タイプ」 「発表（記載）」を網羅したデジタルアーカイブがない理由

・ 「タイプ」にあたる標本の特定が行われていない
（分類学上のタイプ選定手続きを要する）

・原記載文献のデジタルアーカイブ化が途上である

・ 「タイプ」収蔵機関において，
標本の整理や目録化が途上である

⇒ 植物分類学コミュニティにおける，これらの課題を
解決するため，国内データベースの作成に着手
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ここでいう博物館資料は，
自然史標本である必要はない
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博物館資料⇔研究成果を
「引用情報」および「被引用情報」によって
結び付けるクロスリファレンスが可能

・資料識別ID  （e.g. 標本番号）

・研究成果識別ID  （e.g. 書誌 / DOI）

・ 博物館資料データベース / 研究成果データベース
それぞれに，被引用研究成果ID / 引用資料ID を
入力して保持させる仕組みの実装
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「博物館資料」×「引用先学術成果情報」間の
クロスリファレンスの意義とは？
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「博物館資料」×「引用先学術成果情報」間の
クロスリファレンスの意義とは？

利用の流れが可視化され、
博物館資料を通じて，

学術分野を超えた成果情報が共有される
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「博物館資料」を通じた，
様々な主体・形式における利用情報の共有

研究成果の代わり

に、展示や教育普及
における発信活動を対
象とすることも可能
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発表内容の二次利用について

本スライドは、2018年3月10日に東京大学法学政治学系総合教育棟で開催された
デジタルアーカイブ学会第 2 回研究大会における発表，[B14] デジタル・アーカイブ

がもたらす「博物館資料」×「引用先学術成果情報」間のクロスリファレンスの可能
性:自然史博物館標本の事例から，で発表されたものである．
本スライドの内容については，クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際 (CC BY 4.0)の
ライセンスの下で利用可能とする．ただし，スライド中に引用明示したwebサイト等
の画像については，各引用元のライセンスに従って利用されたい．


